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境界条件は加熱開始点，管[ll~，管中心において，それ
ぞれ次のようになる。
T (0， r) = T。
ZUo)=f 
。Tax一(x，0) = 0 
式121を無次元形で表わすと
叫+ oe ア0+δ I oe ¥ 
2 石ヨ了二 7ケ万戸~ r'r万戸/
ここで Tニ (α十εH)/νニ l/P，十εH/νである。
同様に境界条件は
。(0. r+) = 0 
手仇九+)=子:ヨご
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Nu∞ =0 園 023R~8p'; (15) 
または同t~長なJ:\;







































がわかるがいずれの場合も Re~ 5 x 10'以上ではほとん
ど変化がない乙とがわかる。
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局所ヌセノレ h数(レイ/)レス、数の影響， Pr =5. 0) 
Pr=5.0 









































































。無次元温度 (T-To) / (q，ro/ k) 
ι:管中心における無次元速度
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